
能

《
正

儀

世

守

》

の
造

型

と

作

者

-

物
狂
能
構
造
の
応
用
例
ー

中

嶋

謙

昌

一

問

題

の
所
在

多
く

の
能

は
、

物
語

や
説

話
な

ど
、

何
ら

か

の
先

行

す

る
文
学

作

品

を
踏

ま
え

て
作

ら
れ

て

い
る
。

先
行

作
品

を
踏

ま
え

た
上

で
作

品

を
制
作

す

る

こ
と
は
、

特

に
能

に
限
ら

ず
、

同
時

代

の
文

芸
に

お

い

て
も

一
般
的

に

見
ら

れ
る
現

象

で
あ

る
。

し

か
し
、

あ

る
能

が
先
行

作
品

を
摂

取

し

て
い
る
と

し

て
も
、

そ

の
能

は
先

行
作

品

そ

の
も

の
で
は
な

い
。

音
律

が
整

え
ら

れ
、
節

付

け
が

な
さ

れ

る

こ
と

な
ど

に

よ

っ
て
、
能

と

し
て

の
形
式

が
与

え

ら

れ

て

い
る
だ
け

で
は
な
く

、
先

行
作

品

の
ど

の
部
分

を
切

り

取
り
、

ど

の
内

容
に
焦

点
を

当

て
る

の
か

と

い
う

、
選

択
や

加

工
が

な
さ

れ

て

い
る
。

加

工

の
仕

方

に
よ

っ
て
は
、
先

行
作

品

と
違

っ
た

印
象

の

作

品
に
変

容
す

る
場

合

も
あ

る
だ

ろ
う
。

能

《
正
儀

世
守
》

は
、

父
の
敵
討

を

果
た

し

て
捕

ら

え
ら

れ
た

腹

違

い
の
兄
弟
、

正
儀

(
子
方

)
・
世
守

(子
方

)
が
、

母
親

(
シ
テ
)

の
弁
明

と
、

兄
弟

同

士

の
命

の
譲

り
合

い
に

よ

っ
て
、

つ
い
に

官
人

(
ワ
キ
)

に

赦
免

さ

れ

る
と

い
う
内

容

を
持

つ
。

《
正

儀
世
守

》

の
梗
概

と
段

構
成

は
、

以

下

の
通

り

で
あ

る

。
正

儀

・
世

守
兄

弟

は
、
宮

中

で

父

の
敵

を
討

ち

刑
場

へ
連

行
さ

れ

る

(第

1
段

)
。

そ

こ

へ
兄
弟

の
母

が

現

れ

て

(第

2
段

)
、

官

人

に

処
刑

の
不

合

理
さ

を

説

く
と

(
第

3
段

〉
、

一
人

の
み
が

処

刑

さ
れ

る
こ

と

に
な

り
、

兄
弟

は
互

い
に

刑

死
を

望

ん

で
争

う

(第

4
段

)
。

官

人

が

母
に
ど

ち

ら
を

処
刑

す

べ
き

か
問

う
と

、

母

は
継

子

で
あ

る

兄

を
助

け

、
実

子

の
弟

を
切

る

こ
と
を

選

ぶ

(第

5
段

)
。

そ

し

て
、

兄
弟

に

対

し

て
隔

て
な

い
愛

情

を
語

る
と

(第

6
段

)
、

そ

れ

に
感

動

し
た
官

人

は

つ
い

に
兄
弟

を
赦

す

(第

7
段

)
。

前

稿

三

で
は
、

こ
の
作

品
が

劉
向

『
列
女

伝
』

所
収

の
説

話

〈斉

義
継

母
〉

を
遡

源

に
持

ち
、

そ

の
展

開

で
あ

る

―
門
三

賢
説

話

(特

に

、
『
孝

子
伝

』

や

『
沙

石

集
』

所

収

の
A
型

第

一
類
説

話
)

を
直

接

の
典
拠

と

す
る

可
能

性

が
高

い
こ
と

を
指

摘

し
た
。

《
正
儀

世
守

》

は

}
曲

の
大
部

分

を
説

話

に
拠

っ
て
お

り
、
物

語
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の
登
場

人
物

が
現

実

の
人

間
と

し

て
舞
台

に
現

れ
る

現
在
能

で
あ

る

こ
と

か
ら
、

一
見
す

る
と
、

単

に
説

話
を

舞
台

化
し

た
だ

け

に
も
見

え

る
。
し

か
し
、
本
曲

の
展
開

に
は
、
説

話
と
異

な

る
部
分

も
あ

り

、

典

拠

の
筋

を
追

う

こ
と

に
終
始

し
た

作
品

で
は
な

い
よ
う

で
あ

る
。

特

に
、

兄
弟

の
母
が

登
場

す

る
場

面
は
、

典
拠

と

の
相
違

が
最

も
大

き

い
。

一
門
三

賢
説

話

と

の
差

異

を
見

る

こ
と
は
、

本
曲

の
造

型

を

理
解

す

る
上

で
、

手
掛

り
を

与
え

て
く

れ

る
に
違

い
な

い
。

具
体

的

に
言

え
ば

、
《
正
儀

世

守
》

は

、
物

狂

能

の
構
成

を

利

用

し

て

い
る
よ
う

で
あ

る
。

し
か

し
、
そ

の
構
成

は
、

物

狂

の
芸
能

を

見

せ
よ

う
と
す

る

一
般

的
な

物
狂

能
と

は
異

な

っ
た
、

別

の
意
図

で

用

い
ら

れ
た

の
で
は
な

い
か
と
思

わ
れ

る
。

そ

こ

で
、

本
稿

で
は
、

典

拠

説
話

と

の
比

較
を

通

じ

て
、

《
正
儀

世

守
》

が
能

と

し
て

ど

の
よ
う
な

造
型

を
持

ち
、

説
話

の
ど

の
点

に

焦

点
を

当

て
た
作

品

で
あ

る

の
か
、
考

察

を
試

み
た

い
。
ま

た
、

作

品
内
部

の
特
徴

や
造

型

の
方

法

な
ど

か
ら

、
本
曲

の
作

者

に

つ
い
て

も
、

言
及

す

る

こ
と

に
な

る
だ

ろ
う
。

二

母
親
登
場
の
場
面
に
お
け
る
典
拠
と
の
差
異

ま
ず

、
典
拠

説
話

が
ど

の
よ
う
な

説
話

で
あ

る

の
か
、
『
沙

石
集

』

所

収
説

話
を

例

に
と

っ
て
、

簡
単

に
述

べ

て
お
く
。

母
親

に
恥
を

与

え

た
隣

人
を

殺
害

し
た

二

人

の
兄
弟
が

、
と

も

に
刑

死
す

る
こ
と

を

争

う
。

ど
ち

ら

を
処
刑

す

る

の
か
、
判

断

し
か
ね

た
官

人

は
、

そ

の

判
断

を

母
親

に
任

せ

る
。

母

親

は
、
前

妻

の
子

で
あ

る
兄
を
助

け

、

実

子

で
あ

る
弟

を

殺
す

こ
と

を
望

む

が
、

兄
弟

は
赦

免

さ

れ
、

王

の

臣

下
に
加

え

ら
れ

る
、

と

い
う

も

の
で
あ

る
。

主

と

し

て
、

継

子
を

助

け

る
母
親

の
義

理

が
称
賛

さ

れ

て
、

二
人

の
兄
弟

は
赦
免

さ

れ

る

の
で
あ

る
が

、

こ

の
説

話

の
展

開
を

図
式

的

に
示

す

と
、

次

の
よ
う

に
な

る
。
殺
人
↓
兄
弟
の
逮
捕
↓
兄
弟
に
よ
る
刑
死
の
争
い
↓
母
親
の
登

場
↓
母
親
の
決
断
↓
兄
弟
の
赦
免

し
か

し

、
《
正
儀

世

守

》

で

は
、

こ
れ
と

異

な

っ
た

展

開

を
見

せ

る

の

で
あ

る
。

殺
人
↓

兄
弟

の
逮
捕

↓

母
親

の
登

場

(↓

母
親

の
助
命

の
嘆

願
)

↓

兄
弟

に
よ

る
刑

死

の
争

い
↓

母

親

の
決

断
↓

兄
弟

の
赦

免

両
者

を

比
較

し
た
時

、

母
親
が

登
場
す

る
場

面

の
位

置
が

異
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

付

く
。

そ

こ
で
、

こ
の
相
違

に

つ
い

て
、

具
体

的

に

比
較

す

る

こ
と
か

ら
始

め
た

い
。

典

拠
説

話

に
お

い
て
は
、

母
親

が
自

ら

現

れ
る

の
で
は
な

く
、

兄

弟

を
尋

問
す

る
者

に

よ

っ
て
呼

び
出

さ

れ
、

物
語

の
進

行

に
関

わ

っ

て
ゆ
く
。

次

に
あ

げ

た

の
は
、
典

拠

説

話
に

お
け

る
母

親

の
登

場
場

面

で
あ

る
。

魯

州

二
母

子
三

人
貧

シ
テ
、
世

ヲ
渡

ル

ア
リ

ケ

リ
。

二
人

ノ

子

他

行

ノ

ヒ

マ

ニ
、
隣

ノ
人

、

母

二
恥
ガ

マ
シ
キ
事

ヲ
ア
タ

フ
。

子
帰

テ
此
事

ヲ
聞

テ
、
母

ガ

恥

ヲ

ス

、
ガ

ム
為

二
、

隣
人

ヲ
殺

害

シ

ヌ
。

門

ヲ
開

テ
サ

、
ズ
。

官

二
過

ヲ
可
被

行

ヨ
シ
申
。

兄
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ハ
、

「
母
ト
弟

ト

ワ
過
ナ

シ
。

我

ヲ
謙

セ

ラ

レ

ム
」
ト

申
。

弟

ハ
、

「
兄
ト

母
ト

ハ
科

ナ

シ
。

我

ヲ
秣

セ
ラ

レ

ム
」

ト
申

。

母

ヲ
召

テ
問

ル

レ
バ
、

母
、

「
二

人

ノ
子

ハ
科

ナ

シ
。

我

僻
事

ニ

ヨ
リ

テ
恥
ガ

マ
シ
。

此

由

ヲ
イ

フ
。

我

子

ヲ
教

ヘ
ザ

ル
故
ナ

レ

バ
、

我
身

二
過

ア
リ
。

二
人

ノ
子

ヲ
タ

ス
ケ
ラ

レ
ム
」

ト
申

。

(
『
沙

石
集

』

巻

三
、

日
本

古

典

文
学

大

系

に
拠

る
)

兄
弟

は

互

い
に
自
分

の
罪

を
主

張

し
、
刑

死
す

る

こ
と
を

譲
ら

な

い
。

そ

こ
で
、

殺
人

の
実

行
者

を
特
定

す

る
た

め

に
、
母

親
が

呼

び
出
さ

れ

る

の
で
あ

る
。

典

拠
説

話

に
お
け

る

母
親

は
、

兄
弟

に
よ

っ
て
刑

死

が
争

わ
れ

た
後

に
登
場

す

る

の
で
あ

り
、

そ

の
登
場

も
、

母
親

が

自

発
的

に
現

れ

る
の

で
は
な

く
、

尋
問
者

が

呼
び

出

し
た
か

ら

で
あ

る
。
《
正
儀
世

守
》

の
母
親

が

現
れ

る
場

面

は
、

こ
れ
と

は
異

な

っ
て

い
る
。
《
正

儀
世

守
》

の
母

は
、

家

に
帰

ら

な

い
正

儀

・
世

守
を

探

す
た

め

に
登
場

し
、
処

刑
寸

前

の

二
人
を

見

つ
け
る

の

で
あ

り
、

典

拠
説

話

の
よ
う

に
、

尋
問

者
か

ら
呼

び
出

さ
れ

る

の
で
は

な

い
。

本

曲

の

シ
テ
は
、

第

2
段

に
お

い
て
、

正
儀

・
世

守

兄
弟
や

刑
吏

の
前

へ
、

自

発
的

に
登
場

す

る

の
で
あ

る
。

[
ロ

(
ノ
リ

コ
ト

バ
)
]

シ
テ

《
い
か

に
あ

れ
な

る
道

行

人

、

「
そ

な

た

へ
お
さ
な

き

囚
人
や

二
人
通

り

て
有

、
何

と
を

り
た

る

と

や

、

そ
れ

こ
そ
わ
ら

は
が

子

に

て
候

へ
、

そ

れ

く

と
め

て
給

り
候

へ

2

セ

イ
]

シ
テ

《
旧
里

を
出

し
鶴

の
子

の
、

松

に
か

へ
ら
ぬ

さ

び

し

さ

よ

。

[
ロ
ン
ギ
]
地

『
去
程

に
、
時

の
ひ

つ
じ
も

は
や

す
ぎ

ぬ
、

〈

、

申

一
点

も
ち

か
づ

け
ば

、

二

人
を

西

に
引
す

へ
、

す

で

に
き
ら

ん

と
す

ン
み
け

り

、

シ
テ

『
聞

よ

り
心

う

ち

み
だ

れ
、

と

び
た

つ
ば

か
り

思

へ
共
、

さ
す

が

女

の
身

に
あ

れ
ば

、
先

へ
は

さ
ら

に

ゆ
か

れ
ず

、
地

『
十
念

高

く
と

な

へ
さ

せ

、
あ

た

り

の
人

を

の
け

Σ
れ

ば

、

シ
テ

『
見
物

の
人

々
も

、

お

の
き

あ

れ
と

急

け

り
、

地

『
な

む
あ

み

だ
仏

と

と
な

へ

つ
ン
、

太

刀
振

あ
げ

て
き

ら

ん

と

す
、

シ
テ

『
剣

の
下

よ

り

も
、

立

よ

り

て

や
、

地

『
子

共

に
取

つ
き

て
、
な

き

ゐ
た

り

や
。
(三

(金
春

禅

鳳

本
転

写

三
番
綴

本

に
拠

る
〉

第

2

段

で

は
、

[
□

(
ノ

リ

コ
ト

バ

)
]

の
小

段

に

お

い

て
、

母

は

道

行
人

に
子

の
行

方

を
尋
ね

な

が
ら
舞

台

に

現
れ

、
刑

場

へ
連
行

さ

れ

る

二
人

の
息

子
を

発
見
す

る
。

続

い
て
、

待

て
ど
も

帰

ら
ぬ

子
供

に

対
す

る
、
母

の
寂

し

い
心

情
を

述

べ
た

[
一
セ
イ
]
が
謡

わ
れ

る
。

そ
し

て
、
地

謡

と

シ
テ

の
謡

に
よ

っ
て
、
ま

さ

に
処
刑

さ

れ
よ

う
と

す

る

二
子

と
、

そ

の
場

に
走

り
寄

ろ
う

と
す

る

母
親

の
様

子
が

交
互

に
描

か
れ

た

[
ロ
ン
ギ
]

で
、

母
親

は
子
供

に
泣
き

す
が

り
、

つ
い

に
処

刑

は
中
断

さ

れ
る
。

仮

に
、
《
正

儀

世
守

》

が
、

典

拠

説

話

の
設

定

の
よ

う

に
、

母
親

が
官

人

に
よ

っ
て
呼
び
出

さ

れ

る
構
成

を

用

い
て

い
た
と

し

て
も
、

シ
テ
が

他

の
登
場

人
物

に

よ

っ
て
呼

び
出

さ

れ
る

登
場
法

は
珍

し
く

な
く

、

能

と

し

て
不
自

然

で
は
な

い
。

し

か

し
、
《
正
儀

世
守

》

で
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は
、

そ

の
よ

う
な

構
成

を
採

ら
ず
、

母
親

自

ら
、

刑
吏

の
前

に
心

を

乱

し

つ
つ
登
場
す

る
。

こ

の
点

は
、

典

拠
説

話

か
ら

の
改
変

と
見

な

し

て
よ

い
。

そ

れ
で

は
、
な

ぜ

こ

の
よ

う
な

改
変

が
行

わ

れ

の
で
あ

ろ
う

か
。

三

母
親
登
場
の
場
面
に
お
け
る
物
狂
能
構
成
の
利
用

《
正
儀

世
守
》

に
お

い
て
、

母
親

登
場

の
場

面
が

改
変

さ

れ
た
原

因

に
は
、

物

狂
能

の
構
成

に

よ
る
影

響
が

考
え

ら

れ
る
。

本
曲

第

2

段

の
構
成

は
、

物

狂
能

に
お

け
る

シ
テ

登
場

の
段

の
小

段
構
成

に

近

く
、

こ
の
構
成

法
を

利
用

し

て

い
る

の
で
は
な

い
だ

ろ

う
か
。

物
狂
能

に

つ
い
て
概
観

す

る
際
、

世

阿
弥
伝

書

の
次

の
記

述
が
、

ま

ず
参
考

と

な

ろ
う
。

仮
令

、
懸

物

の
品

々
、
神

・
仏

、
生

霊

・
死
霊

の
答

め

な
ど

は
、

そ

の
懸

物

の
体
を
学

べ
ば
、

易
く

、
便

り
あ

る

べ
し
。

親

に
別

れ
、

子
を

尋
ね
、

夫

に
捨

て
ら
れ

、
妻

に

後
る

ン
、

か
や
う

の

思

ひ

に
狂

乱
す

る

物

狂
、

一
大

事
な

り
。

(略

)
思

ひ
ゆ

へ
の

物

狂
を

ば

、

い
か

に
も
物
思

ふ
気

色
を

本
意

に
あ

て

墨
、

狂
ふ

所
を

花

に
あ

て

ン
、

心
を

入

て
狂

へ
ば

、

感
も

、
面

白
き

見
所

も
、
定

め

て
あ

る

べ
し
。

(『
風
姿
花

伝
』

「第

二
物
学

条

々
」、

日
本

思
想

大

系
に
拠

る
)

こ
の
記
述

は
、

世

阿
弥
が

能

に
登

場
す

る
物

狂
を

「
狂
う

原
因

に

よ

っ
て

二
種

に

大

別

し

て

三
)」

い
る

と
言

わ

れ

る
個

所

で
あ

る
。

二

種

と

は

、

「
愚

物

」

に

よ

る

物

狂

と
、

「
思

ひ

ゆ

へ
の
物

狂

」

の
二

つ
で
あ

る
。

こ

の
両

者

の
う

ち

、

「
思

ひ

ゆ

へ
の
物

狂

」

を
扱

っ
た

能

の
方

が
数

多

く
残
存

し
て
お

り
、

ま

た
、
互

い
に
似

た
展

開

で
、

構
成

上

も
類

型
性

が
高

い
も

の
が
多

い
。

本
稿

で
扱

う

物

狂
能

は
、

こ

の

「
思

ひ
ゆ

へ
の
物
狂

」

の
能

で
あ

る

(
以
下
、

特

に

断
ら
な

い

限

り
、

「物

狂
能

」

は
、

「
思

ひ

ゆ

へ
の
物
狂

」
能

を

指
す

)
。

世

阿
弥
作

(
改
作

も
含

む
)

や

そ

の
周

辺

の
作

と

言
え

る
物

狂
能

に
限
定

す

る
と

、
元
雅

作

の

《
隅

田
川
》
を

除
け

ば
、
親

子
や

夫

婦
、

主

従

な
ど
、

親

密
な

関
係

に
あ

る
者
を

失

い
、

そ

の
思
慕

の
故

に
物

狂
と

な

る
が
、

最

後

に
は
再
会

を

果
た

す
と

い
う

筋

立

て
を
持

つ
。

一
般
的

に
、
物

狂
能

は
別
離

と
再

会

の
内
容

を
持

っ
て

い
る

と
言

っ

て

よ

い
だ

ろ

う
。
例

え
ば

、
古

作

を
世

阿
弥

が
改

作

し

た

《
柏

崎
》

で
は
、

次

の
よ
う

な

展
開
が

見

ら
れ

る
。

前

場

父

の
死
を

機

に
、

一
子
花

若

が

発
心

し
出

家

し
た

こ
と

を

、
母

が
悲

嘆

す

る

後

場

1
、

5432
、 、 、 、

 

物

狂
能

の
中

に
は
、

物

の
も

の
も
あ

る

が
、

後
場

と

そ
れ

ほ
ど
変

わ

ら
な

い
。

花
若
が
僧
に
同
行
し
て
登
場

母
が
花
若
を
探
す
物
狂
と
し
て
登
場

僧
と
母
の
問
答

母
の
曲
舞

母
子
の
再
会

別
離

の
場

面

で
あ

る
前

場
を

持

た
な

い
、

一
場

そ

の
構
成

は
、

二
場

物

の
物

狂
能

に

お
け

る
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物

狂
能

は
、

シ
テ

登
場

の
段
に

お

い
て
、

特
徴

的
な

構
成

を
持

っ

て

い
る
。

こ

こ
で
、
世

阿
弥

の
能

作
書

『
三
道
』

の
記
述

を
見

て
お

き
た

い
。

一
、

放
下
。

是

は
、

軍
体

の
末

風
、
砕

動

の
態

風
な

り
。
自

然

居
士

・
花

月
、

男
物

狂
、

若

は
女
物

狂
な

ど

に

て
も
あ

れ
、
其

能

の
風

に
よ

り

て
、

砕
動

の
便

風
あ

る

べ
し
。

開

口
人

の
序

一

段

過

て
、
打

ち
立

て

」
待
所

に
、
放

下

の
出
立

に
仕
立

を
飾

り

て
、
橋

が

か
り
よ

り
、
さ

し
声

た
ぶ

く

と

云

て
、
古

歌

に
て

も

、
名

句
な

ど

に
て
も

あ
れ
、

耳

近

に
、

し
か
も

面
白

き
文

句

を

、

さ
し
声

よ

り
只
詞

ま

じ
り

に
、

七

八
句

云

下
し

て
、
さ

て

一
声

に
か

㌧
る

べ
し
。
か

や
う
な

る

物
ま

ね

は
、
こ
と

に

く

、

橋
が

か
り

の
遠

見

の
風

体
、

声
聞

意
曲

を
奮

ひ
て
、
出

来

る
よ

そ
を

ひ
な

る

べ
し
。
此

分
を

心
得

て
、

言
葉

を

尋
ね

、
品

を
求

め

て
作
書

す

べ
し
。
さ

て
、

さ

し
事

の
序

よ

り
謡

ふ
事
、

少
な

く

と

、
さ

ら
り
と

謡

ふ
べ

し
。

世

の
常

の
序

分

の
音

曲

の
長

さ

な

る

べ

し
。

(下

略
)

(
日
本

思

想
大

系

に

拠
る

)

「
さ

し
声
よ

り

只
詞
ま

じ
り

に
、

七
八

句
云

下

し
て
、
さ

て

一
声

に

か

ン
る

べ
し
」

の
部
分

に
注

目
す

る
と

、

シ
テ
が

、
節

の
な

い
詞

を

交
え

た

サ

シ
節

(
[
(サ

シ
)
]

や

そ
れ

に
類

し

た
小

段
)

に
よ

っ
て

登

場

し
、

[
}
セ

イ
]

を
謡

う
と

い
う
構

成

を
読

み
取

る

こ
と

が

で

き

る
。

ま

た
、

[
(
サ

シ
)
]

[
↓
セ
イ
]

の
後
は

、

「
さ

し
事

の
序

よ

り

謡

ふ
事

」

「
世

の
常

の
序

分

の
音

曲

の
長

さ
」

と

あ

る
よ

う

に
、

通

常

の
登

場
部

の
小
段

構
成

(
例
え

ば
、

[
サ

シ
]

[
下
ゲ
歌

]

[
上

ゲ

歌
]

な
ど

)
が

連
な

っ
て
ゆ

く

と

い
う

構
成

を
想

定
す

る

こ
と
が

で
き

る

(四
v。

ま
た
、

シ
テ

登
場

直

後

の
サ

シ
節

の
詞

章

に

は
、

「
古

歌

に

て
も
、
名

句

な
ど

に

て
も

あ

れ
、

耳
近

に
、

し

か
も

面
白

き
文

句
」

を

用

い
る

こ
と
が

書

か
れ

て

い
る
。

こ

の
よ
う

な

登
場
法

は

、
《
高

野
物

狂
》
《
班

女
》
《
花

筐
》
な

ど
、

物

狂
能

の
実

作

に
か
な

り

近

い
。
こ

れ
ら

の
物

狂
能

に

お
け

る

(後
)

シ

テ
登

場

部

の
構
成

は
、

『
三

道

』

「
放

下
」

の
条

の
記

述

と

ほ
ぼ

重

な

っ
て
い
る
。

も
ち

ろ

ん
、

世
阿

弥
周

辺

の
物

狂
能

が
、

す

べ

て

『
三
道
』

の
記

述

そ

の
ま

ま

で
あ

る
と

い
う

の

で
は
な

く
、
[
(
サ

シ
)
]
の
部

分

や
、

[
一
セ
イ
]

よ

り
後

の
部

分

に

は
、
上

述

の
も

の

に
類
似

し
た
構
成

が

見
ら

れ

る
。

特

に
、

[
(サ

シ
)
]

の
部

分

に

は
、

周
囲

の
人

々
と

会

話

を

交
わ

し
な

が

ら

登
場

す

る

[
□

(
ノ
リ

コ
ト

バ
)
]

が
用

い

ら

れ

る

こ
と

も
多

い
。

例
え

ば

、
《
柏

崎
》

の
後

シ
テ
登

場

部

は
、

次

の
よ
う

な

詞
章

で
あ

る
。

〔
□
]

シ
テ

「
あ

ら

む

つ
か

し

の
童

ど

も
や

な

に

と

て
わ

ら

は
を

ぱ

笑
ふ

ぞ
、

な

に
物

狂

ひ
な

る
ほ

ど
に

笑

ふ
と
や

、

さ
れ
ば

こ

そ

こ
の
物

狂

ひ
を
ば

心
が

あ
ら

ば

訪

ひ

こ
そ
す

べ
け

れ
、

よ
く

よ
く
案

じ

て
も

見
よ

、
夫

に

は
死

し

て

の
別
か

れ
と

な

り
、
た

だ

ひ
と
り
忘

れ

形
見

と
も

頼

ま
う

ず

る

[
一
セ

イ

]

シ
テ

《
子

の
行

く

へ
を

も
白

糸

の
、

地

《
乱

れ

心
や

狂
ふ

ら
ん
。

[
サ

シ
]

シ
テ

《
げ

に
や

人

の
身

の
徒

な

り

け

る
と

は
、

た

れ

か
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言

ひ
け

ん
虚

言
や

、

(
下
略

)
(五
H

こ

こ
で
は
、
周
囲

の
人

々
と

言
葉

を
交

わ

し

つ

つ
、
シ
テ
が

登
場

し
、

コ

セ
イ
]

へ
と
続

い
て
ゆ

く
。

こ
の
後

に
、

[
サ

シ
一

[
下
ゲ

歌
]

[
上
ゲ

歌

]

[
下

ゲ
歌

]

と

小
段

を

重
ね

、

シ

テ
は

一
子
花
若

と

出

会

う

こ
と

に
な

る
善

光
寺

へ
と
到

着
す

る
。

こ

の
よ

う

に
、

[
□

(
ノ
リ

コ
ト

バ

)
]

の
小

段

で
度

々
用

い
ら

れ

る

「
い
か

に

～
」

で
始

ま

る

詞
章

は

、

「
い
か
に

あ

れ
な

る
道

行

人
、

桜
川

に

は
花

の
散

り
候

ふ

か
」

(《
桜

川
》
)

や

「
い

か
に

あ
れ

な

る
童
ど

も

は
何

を

笑

ふ
ぞ

」

(
《
蝉

丸

》
)
、

「
い
か

に

あ
れ

な

る
道

行

き
人
、

善

光

寺

へ
の
道

教

へ
て
た

べ
」

(
《
土

車
》
)

の
よ
う

に
、

物
狂

能

の

(後

)

シ
テ
登

場
直

後

に
よ
く

用

い
ら
れ

て

い
る
。

世

阿
弥

周

辺

の
物

狂
能

に
お

い
て
は
、

シ
テ

登
場
部

の
小
段

構
成

に

、
サ

シ
ノ
リ
型

小
段

(
[
(サ

シ
)
]
[
サ

シ
]
[
□

(
ノ
リ

コ
ト

バ
)
]

な

ど
)

↓

[
一
セ

イ
]

(↓

[
サ

シ
]
)
↓

平

ノ
リ

型

小
段

(
[
下

ゲ

歌

]

[
上
ゲ

歌

]
な

ど
)

と

い
う

構
成

が

よ
く

見
ら

れ

る

(六
)。
も

ち

ろ
ん
、

《
木
賊

》

な

ど

の
よ

う

に
、

物
狂

能

で
あ

っ
て
も

、

こ

の
よ

う

な
構

成
を

持

た
な

い
も

の
も
あ

る
が

、
多

く

の
物

狂
能
が

こ
の
構

成

を
用

い
て
お

り
、

一
つ
の
類
型

を
な

し

て

い
る
。

《
正
儀

世
守
》

の
シ

テ
登
場
部

も

、
「
い
か

に
あ
れ

な

る
道

行

人

」

と
周

囲

に
言
葉

を
か

け
な

が
ら

シ
テ
が
現

れ

る
詞
章

を
用

い
、

物
狂

能

に
よ

く

見
ら

れ

る

シ
テ

の

登
場

法

に
近

い
。

ま

た
、

[
口

(
ノ

リ

コ
ト
バ

)
]

ロ

セ
イ

]

[
ロ
ン
ギ

]
と

い
う
構

成

も
、

簡

略

で
変

形

さ

れ

て
は

い
る
が
、
基
本

的

に
は
、
サ

シ

ノ
リ
型

小
段

↓

n
一
セ
イ
]

↓

平

ノ
リ

型

小
段

と

い
う
類

型
を

踏
襲

し
て

い
る
と

考
え

ら
れ

る
。

こ
れ

ら

の
点

か
ら

、

《
正
儀

世
守

》

第

2

段

に
は
、

物

狂
能

の
構

成

が

用

い
ら
れ

て

い
る

と
言
え

よ

う
。

母
親

が
自

発
的

に

登
場

す

る
設

定
を

、
本

曲

が
持

っ
て

い
る
理
由

は
、
物

狂
能

構
成

の
利

用

に
あ

っ

た
と
考

え

て

い
い
だ

ろ
う
。

四

物
狂
能
構
成
と

《
正
儀
世
守
》

《
正

儀
世

守
》

の

シ
テ
登
場

部

に
お

い
て
、
物

狂
能

の
構

成

を
利

用

し

た
結

果
、

兄
弟

が
刑

死

を
争

う
内

容

よ
り
前

に
、

シ
テ
が

登

場

す

る
こ
と

に
な

っ
た

。

し
か

し
、

典
拠

に

お

い
て
母

親

登
場

の
前

に

位

置

し

て

い
た

、

兄
弟
が

刑

死
を

争
う

場

面
は
、

能

で

は
ま
だ

現

れ

て

い
な

い
。

兄
弟

が

刑

死
を
争

う

た
め

に

は
、

処
刑

さ
れ

る
者

が

一
人

で
な

け

れ
ば

な

ら
な

い
。

そ

う

で
な

け

れ
ば

、

兄
弟

同
士

の
問

答
も

あ

り
え

な

い
。
典

拠
説

話

で

は
、
初

め

か
ら

、

兄
弟

の

一
方

だ

け
を

処
刑

す

る
こ
と

が
前

提
と

な

っ
て
お

り
、
母

親

の
登

場
を

待

つ
ま

で
も
な

く

、

刑

死
を

争
う

こ
と
が

で
き

る
。

こ
れ

に
対

し
て
、

能

に
お

い
て
は
、

兄
弟

が

父

の
敵

討

を

し
、
大

臣
を
殺

し
た
と

い
う

設
定

と
な

っ
て

お
り
、

話

の
冒
頭

か
ら
、

兄
弟

二
人

は
処
刑

さ

れ

る

こ
と

が
決

ま

っ
て

い
る
。

こ

の
改

変

に

つ
い
て

は
後

で
触

れ

る
が
、

こ
の
場
合

、

二
人
と

も
殺
さ

れ

る

は
ず

の
兄
弟

の
う
ち

、

「
人

が
赦

さ

れ
、

一
人
が

処
刑
さ

れ

る
よ

う
な

展
開

を
持
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た

な
け

れ
ば

、

兄
弟

の
問
答

も
起

こ

り
え
な

い
。

そ

こ
で
、

本
曲

で

は

、

母
親

が

子
供

の
助

命
を

求
め

て
、

刑
吏

に
詰

め
寄

る
。

こ

の
内

容

も

、
《
正
儀

世

守
》

に
よ

る
物

狂
能

構

成

の
利

用

と

は

言

え

な

い
だ

ろ

う
か
コ
第

4
段

に
お

い
て
、
シ
テ

は

ワ
キ

に
対

し

て
、

親

の
敵
討

を
し

た

二
子

の
命

を
助

け

る
よ

う
問

い

つ
め
、

逆

に
、

兄

弟

の
父
を

討

っ
た
大

臣

を
処
刑

し
な

か

っ
た

こ
と
を

非
難

す

る
。

[
問

答

]

シ
テ

「
親

の
か
た

き
を

う

ち

た
る

者

は
、

陣

の

口
を

さ

へ
ゆ
る
さ

る

Σ
と
申

た
と

へ
の
候
物

を

毛
〕

ワ
キ

「
さ

れ
共

此

国

の
さ
だ

め

に
は

、
人
を

う
ち

た

る
者

は
善
悪

た

す
け

ぬ
法

に

て
候

シ
テ

「人

を

う
ち

た

る
者

を

た
す

け

ぬ
御

法

な

ら
ば

、

か

れ
ら

が

父
を

う

ち

し
大
臣

殿
を
ば

、
何

と

て
今

ま

で
た
す

け

給

ぞ

ワ
キ

「
そ
れ

は
大

臣

是

は
小

臣
、

い
か

で

そ

の
身

に
た

ひ
す

べ

き

シ
テ

「
大

臣

は
位

を
お

ぼ

し
め

せ
ば

、

い
や

し
き

を

て
き

と

お
も

ふ
べ

か
ら
ず

、
か

れ
ら

は

い
や

し
き
者

な
れ

ば
、

《
只
打

捨

て
置

た
ま

へ

理
を

尽
く

し
た

問
答

は
更

に
続
く

。

シ
テ

は
、

一
人

を
殺

せ
ば

一
人

を

処

刑
す

る
と

い
う

法
律

を
持
ち

出

し

て
、

こ

の
法
律

を
適

正
に

運

用
す

る
よ

う
求

め

る
。

ワ
キ

《
さ

れ
と

も
さ

だ
ま

る
法

れ

ひ
に
は

シ
テ

「
ひ
と

り
を
う

て
ば

ワ
キ

《
ひ
と

り
を

き
り

シ
テ

《
ふ

た
り

を
う

た
ば

ワ
キ

《
そ

れ

に
は

二
人
ち

う
す

べ
し

シ
テ

《
さ

て
か

れ

ら
は
な

ん

に
ん
う

ち
た

る
ぞ

ワ
キ

《
大

臣

只

}
人
う

ち
た

る
よ

シ
テ

《
す

は
此
法

こ

そ
ち
が

ひ
た

れ
、
そ
な
た

は
大

臣

只

「
人
、

こ
な

た
は

か
れ

ら
兄
弟

、

父
共

に
は
三

人
、

三
人

に
わ

か
る

ン

な

ら

ば
、

童

も
此

世

に
あ

る
ま

じ
や

、

さ
も

あ
ら
ば

ひ
と

り

の

か

は
り

に
四

人
ま

で

[
歌

]
地

『
う

し
な

ひ
た

ま

は

ん
事

は

い

か
に
、

こ
れ

は
け

ん
ば

う

の
せ

い
だ

う

か
。

母
親

は
、

大

臣

―
人

の
殺

害
に

対

し

て
、

父
と

二

子
の

三
人
が

殺
さ

れ

る

こ
と

の
不
合

理

を
説

き
、

も

し

二
子

の
処

刑
が

行
わ

れ
れ

ば
自

ら

も
死

ぬ

こ
と
を

暗

示
し

て
、

官

人

に
詰
め

寄

る
。

官

人
は
、

母
親

の
理
屈

に
折

れ

て
、

兄
弟

の
う

ち
、

一
人

の

み
を
処

刑
す

る

こ
と

を

決

め

る

の
で
あ

る
。

こ
こ
か
ら

、

シ
テ
が

ワ
キ

の
理

屈
に

よ

っ
て
や

り
こ

め
よ
う

と

す

る
内
容

を
読

み

取
る

こ
と

が

で
き

る
が

、

こ

の
よ
う

な
問

答

は
、
物

狂
能

の
構
成

に
合
致

す
る

も

の

で
あ

る

。
先

ほ
ど
引

用

し
た

『
三
道

』

で
は
、

シ
テ
登

場
部

の
記
述

の
後

に
、

以
下

の
よ
う

な
文

が
続

け

ら

れ

る
。さ

て
、

開

口
人
と
問

答
、

理

を
責

め

て
、

詞
論

議

四

つ
五

つ
ば

か

り
、

甲
物

の
謡

十
句

斗
、

い
か

に
も

く

、
軽

々
浮
き

く

と
曲

付
す

べ
し
。

例

え
ば
、

先

ほ
ど

あ
げ

た

《
柏
崎

》

で

も
、

狂
女

の
母

親

(
シ
テ
〉

が
、

善
光

寺
如

来
堂

の
内

陣

に

入
り

、
住

僧

(
ワ
キ

ツ

レ
)

に

制
止

さ

れ
る
。

そ

こ

で
、

母
親

は
阿
弥

陀

如
来

の
誓
願

を
持

ち

出
し

て
、

住
僧

の
制

止

に
対

し

て
反
論

を
す

る
。

そ

の
結

果

、
母

親

は
如
来

堂

で
子

の
花

若

と
出

会
う

こ
と

に
な

る

。
物

狂

能

で
は
、

狂

乱
し

て
登
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場
し

た

シ
テ
を
、

ワ
キ
が
制

止

し
、

そ

の
場
か

ら
立
ち

去

る
よ

う

に

要
求

す
る

が
、
シ

テ
は
論

理
を

弄
す

る

こ
と

で
、
ワ
キ

を
や

り

こ
め
、

出
会

い
の
場

へ
と
入

る

こ
と
が

多

い
。

も

ち

ろ
ん
、
《
正

儀
世

守
》

の

「
理
を
責

め
」
た
問

答

の
後

に
は
、

短

い

[
歌

]
が

あ

る
だ

け

で
、

「
甲
物

の
謡
」

を

「
十
句

斗

」
も

持

た
な

い
。

し
か

し
、

シ
テ

の
登
場

部

に
も
物

狂
能

構
成

が
用

い
ら

れ

て

い
る

こ
と
を

考
え

れ

ば
、

そ

の
直
後

の

「
理
を
責

め

」
た

「詞

論

議

」
は

、
物

狂
能

構
成

の
利

用

の

一
環

と

し

て
捉

え

る

こ
と

が

で
き

る
。典

拠

説

話

で
は
、

兄
弟

の

一
方

だ
け

が

処
刑
さ

れ

る
設
定

で
あ

っ

た
が
、

能

で
は
、

母
親

に

よ

っ
て
嘆

願
さ

れ

る
こ
と

で
、

兄
弟

の

}

方

の
み
が

処
刑

さ
れ

る
設
定

へ
と
変

え
ら

れ

て

い
る
。
そ

の
改

変
は

、

《
正
儀
世

守
》

が
、

シ
テ
と

ワ
キ

の
論
争

的
な

問
答

と

い
う
、

物

狂

能

に
よ
く

見
ら

れ

る
趣
向

を
利

用

し
て

い
る

こ
と
と

大
き

く
関

わ

っ

て

い
る
。

そ

の
結

果
と

し

て
、

兄
弟

が

刑
死

を
争
う

場

面
は

、
母
親

の
嘆

願

を
描

い
た
第

4
段

の
後
に

位
置
す

る

こ
と

に
な

っ
た

の

で
は

な

い
か
。

物
狂

能
構

成
が

《
正
儀
世

守
》

に
影

響
を

与
え

た

可
能
性

は
、

他

の
部

分
か

ら
も
指

摘

で
き

る
。

兄
弟

が
赦

免
さ

れ

る
結

末

部

で
は
、

平

ノ
リ

の
七

五

調

で
後

日
諄
な

ど
を
簡

単

に
ま

と
め

る

[
キ
リ
]

の

小
段

を
用

い
て
、

終
曲

す゚

る
構
成

で
あ

る
。

地

『
げ

に
あ

り
が

た

や

か
う

く

の
、

く

、

仏

意

に
か

な

ふ

故
な

り
と

、
上

下

万
民
よ

ろ

こ
び

の
、

家

に
帰

る
ぞ

あ
り

が
た

き

、

く

。

こ

の

[
キ
リ

]

の
小

段

は

、
《
桜

川
》

《
三

井
寺

》

な

ど

、

物

狂

能

の
終

曲
部

に

よ
く

見

ら
れ

る
。

も
ち

ろ

ん
、
物

狂
能

だ

け
に

用

い
ら

れ

る
と

は

限

ら
な

い
が

、
《
正
儀

世

守
》

の
構

成
が

持

つ
物
狂

能

的

性

格

か

ら
考

え

れ
ば

、

[
キ
リ
]

で
終

曲

す

る
方

法

も
、

物

狂
能

か

ら

ヒ

ン
ト
を

得

た
可
能

性

が
あ

ろ

う
。

ま
た
、

正

儀

・
世
守

兄
弟

の
年
齢

設
定

が
幼

い

の
も
、

物

狂
能

の

影

響

で
あ

ろ

う
。

こ

の
兄

弟

は
、

「
い
と

け

な

し
と

い
ひ
剛

な

り
と

い

ひ
」

(
第

1
段

[
サ

シ
]
)

や

「
そ
な

た

へ
お
さ

な

き

囚

人
や

二

人
通

り

て
有

」

(第

2
段

[
口

(
ノ
リ

コ
ト

バ
)
]
)
と
あ

る
よ
う

に
、

幼

い
子
供

と
さ

れ

る
。

一
門

三
賢

説
話

の
中

で
、

典

拠
と
考

え

ら
れ

る

A
型

説

話

で
は
特

に
年
齢

の
設
定
が

な

く
、

B
型

説
話

で
は
兄

が

妻

を

迎
え

る
程

度

の
年
齢

、

つ
ま

り
成

人
と
す

る
設

定

で
あ

り
、

兄

弟

を

幼

い
子
供

と

し

て
描

い
た

も

の
は
な

か

っ
た
。

こ
の
よ
う

に
、

兄
弟

を

幼

児

と
す

る
設
定

は
、

《
正
儀

世
守

》

に

お

け

る
創

作

と
考

え

ら
れ

る
が

、
物

狂
能

に

登
場

す

る
子

供
も
、

通
常

幼
児

と

し

て
描

か
れ

る
。

兄
弟

の
年

齢
設

定
も

物
狂

能

の
影

響
と

言
え

よ
う

。

母
親

が
自

ら

の
手

元
か

ら
離

れ

た

二
子
を

探

し
、

つ
い
に
そ

の
関

係

を

回
復

す

る
と

い
う

《
正
儀

世

守
》

の
筋

書

は
、
典

拠

説
話

と

比

べ

る
と

、
物

狂

能

の
筋

書

に

近
づ

い
て

い

る
。
《
正

儀

世
守

》

が
典

拠
説

話
と

異
な

っ
た
展
開

を
持

つ
に
至

っ
た

の
は
、
物

狂

能
構

成
が

利
用

さ
れ

た

た
め

と
考

え

て
よ

い
。

《
正
儀

世
守
》

か
ら
、

物

狂
能

的
な

性
格

を
読

み
と

る
こ
と

は
、
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早

く
演

出
資
料

に
も
見

ら
れ

る
。
慶

長
年

間

の
装
束

付

に
お

い
て
、

《
正
儀

世

守
》

の

シ
テ

の
装

束
を

、

「
太

夫
、

常

の
出

立

、

両

は
だ

ぬ

ぐ
也

〔八
H」

(『
盛
勝

本
衣

裳
付

』
)
と

記
し

て

い
る
。

「常

の
出
立

」

は
、
現

在

の
演
出

に

お
け

る
唐
織

着
流

に
相

当
す

る
も

の
と

考
え

ら

れ

る
が

、
そ

の
袖

を
脱

い
だ
出

立
は

狂
女

出
立

で
あ

る
。
こ
こ
か

ら
、

本

曲

の

シ
テ
が

狂
女

と
し

て
捉

え
ら
れ

て
い
た

こ
と
が

わ

か

る
。

こ

の
演

出

が
本

来

的
な

も

の
と
は

必
ず

し
も

言
え

な

い
が

、
《
正

儀
世

守

》

の
物

狂
能

的
構
成

が

、
演

出
面

に
も

反
映

し
た

記
述

と
考

え

て

よ

い
だ

ろ
う
。

五

兄
弟
の
復
讐
に
つ
い
て
の
改
変

《
正

儀
世
守

》
と

典
拠

説

話

の
差

異

か
ら
、

同
曲

の
造

型

に

つ
い

て
述

べ
て
き

た
が
、

物

狂
能
的

構
成

の
応

用

は
、

兄
弟

に
よ

る
復
讐

の
設
定

に
も
大

き

な
変

化
を

及
ぼ

し
た
。

典
拠

説
話

に

お

い
て
は
、
母

に
関
わ

る
復
讐

で
あ

っ
た
。
例

え
ば

、

『
孝

子
伝
』

で
は
、
隣

人
が

母
を

罵
り

恥
を

か

か
せ
た

た
め

に
、

兄

弟

が

隣
家

に
行

き
、

隣

人

を
殺
害

す

る
。

『
沙

石
集
』

で
も

、

こ
れ

と

そ
れ

ほ
ど
大

き
な
違

い
は
な

い
。

し
か

し
、

《
正
儀

世
守

》

は
、

親

の
復

讐

と

い
う
点

で
典

拠
説

話

と
同

じ

で
あ

る
が
、

父

の
敵

を
討

つ
と

い
う

点

で
は
典

拠
と

異
な

っ

て

い
る
。

こ
れ

も
能

に
お

け
る
改

変
と

考
え

ら

れ
る
。

そ

し
て
、

こ

の
改
変

は
、

先

に
述

べ
た

よ
う

に
、
物

狂
能

構
成

に
即

し
た

シ

テ

の

理
詰

め

の
問
答

と
関

連

し

て

い
る

の
で
は
な

い
だ

ろ

う
か
。

第

3
段

の

[
問
答
]

で
は
、

母
が

兄
弟

の
う
ち

一
人
だ

け
を

処
刑

す

る

よ
う

に
懇

願
す

る
。

こ
の
懇

願

に
よ

っ
て

一
人

が
助

命
さ

れ

る

た

め

に
は
、

曲

の
冒

頭

で
は
、

兄
弟

が

と
も

に
処
刑

さ
れ

る

予
定

で

な

け

れ
ば

な
ら

な

い
。

そ

の
た

め

に

は
、
隣

人

へ
の
復
讐

と

い
う

設

定

よ

り
も
、

権

力
者

で
あ

る
大

臣

を
討

つ
設
定

の
方

が
、

兄
弟

を

二

人
処

刑
す

る

の
に
適

し
て

い
た

の

で
は
な

い
だ

ろ

う
か
。

も

し
大

臣

へ
の
復

讐

と
す

る
な

ら
ば

、

母

の
復
讐

と
す

る
よ

り
も
、

父

の
敵

討

と

し
た
方

が

よ
り
自

然

で
あ

ろ
う

。

問

答

の
内

容

も
、

父
を
殺
害

し
た
大

臣

に
、

兄
弟

が

復
讐

し
た

こ

と

に

つ
い
て

の

「
理
を
責

め
」
た

問

答

で
あ

っ
た
。

そ

の
内

容
も

、

「親

の
か
た
き

を
う

ち

た

る
者

は
、
陣

の

口
を
さ

へ
ゆ

る
さ

る

ン
と

申

た

と

へ
の
候

物

を

」
、

「
人
を

う

ち

た

る
者

を

た

す

け

ぬ
御

法

な

ら
ば

、

か
れ

ら
が

父
を

う
ち

し
大

臣

殿
を

ば
、

何

と

て
今

ま

で
た
す

け

給

ぞ

」
、

「
そ

な

た

は
大

臣

只

 
人
、

こ
な

た

は

か

れ

ら

兄
弟

、

父
共

に
は
三

人
、

三

人
に
わ

か

る

ン
な

ら
ば

、
童

も
此

世

に
あ

る
ま

じ

や
」

の
よ

う

に
、

父

の
敵

討

で
な

け

れ
ば

成
り

立
た

な

い
。

父

の

敵

討

へ
の
改

変

は
、

シ
テ

の
理
詰

め

の
問
答

と

い
う
物

狂

能

の
利
用

か
ら
派

生

し
た

も

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

ま
た

、

こ

の
改

変

に
は

、
物

狂
能

の
影
響

だ
け

で
は
な

く
、

能

に

ふ
さ
わ

し

い
内
容

へ
と
類

型
化

す

る
力

も
手

伝

っ
て
い
た

の

で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。
能

に

お
け

る
敵

討

は
、

主
君

や
親

、
夫

な

ど
が

殺
害

さ

れ
た

時

に
行

わ
れ

て

い
る
。

典
拠

説

話

の
よ
う

に
、

母

に
恥

辱
を
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与

え
た
者

を

殺
す

と

い
う
復
讐

よ

り
、

親
が

殺
害

さ

れ
た

こ
と

へ
の

復
讐

の
方
が

、
能

の
内

容
と

し

て
受

け
入

れ
や
す

か

っ
た

こ
と

が
想

定

で
き
る
。

親
が

殺
害

さ
れ

る

の

で
あ
れ

ば
、

設
定

上
母

を
殺

す

こ

と
は

で
き
ず

、

父
が
殺

害
さ

れ

る
設
定

へ
と
改

変
さ

れ
た

の
で
は
な

い
か
。

能

に

お

い
て
は
、

子
供

が
敵

を
討

と

う
と
す

る

設
定

も
好

ま
れ

て

い
る
。

子

供

の
敵
討

を

扱

っ
た

能

は
、

『
曽
我

物

語
』

を

素
材

と

す

る
曽

我
物

に

見
ら
れ

る
。
『
曽
我

物

語
』
に

お

い
て
、
曽

我

兄
弟

は
、

―
万

・
箱

王
と

呼
ば

れ

た
幼

少
期

か
ら
敵

討

を
企

て

て
お
り

、

こ

の

内
容

が
能

の
題
材

に
も

用

い
ら
れ

て

い
る
。
例

え
ば

、
《
調

伏
曽

我

》

で
は
、
箱

根
寺

に
預

け

ら
れ

た
箱

王
が

、

父

の
敵

で
あ

る

工
藤
祐

経

を

見

つ
け
、
討

と
う

と

す
る
内

容

を
持

つ
。

幼

い

子
供

が
親

の
敵

を

討

つ

こ
と

に

つ
い

て
は
、

「
そ
れ

弓

取

の

子
は
胎

内

に

て
ね
ぎ

ご

と
を

聞

き
、

七
歳

に

て
親

の
敵

を

討

つ
と

こ

そ

見
え

た
れ

」

(
《
鳥

追

船
》
)

の
如

く

称
揚

す

る
諺

も

見

ら

れ
る
。

こ
れ

は
仮

名
本

『
曽

我
物

語
』
に

も
見

ら
れ
、
《
安

犬
》
《
鶴

若
》
《
女

沙
汰
》

な

ど
、

他

の
能
に

も
用

例
が

見

ら
れ

る
。
能

で
は
、

子
供

に

よ

る
敵
討

が
、
賞

賛

す

べ
き
も

の
と

し

て
捉

え
ら

れ
る

こ
と
が

多

い
。

父

の
敵

を
討

つ
設

定

へ
の
改

変

は
、

シ
テ

が

ワ
キ

に
譲

歩

を
求

め

て
問
答
す

る
物

狂
能

構
成

を

利
用

す
る

こ
と

に
よ

っ
て
、

行

わ
れ

た

も

の
と
考

え

ら
れ

る
が
、

そ

の
改
変

に

は
、

能
と

し

て

の
類

型
的

内

容

に
近

づ
け

よ
う

と
す

る
力

が
後

押
し

を

し
て

い
た

こ
と
も

考
え

て

お

き
た

い
。

こ
の
改

変

は
、
新

た

に
別

の
改

変
を

促

し
た
。

典

拠
説

話
な

ら

び

に

《
正
儀

世
守

》

に
お

い
て
、

母
が
実

子

の
弟

を
殺

す

よ
う
望

む

場

面

は
、

母

の
義

理

を
示

す
も

の
で
あ

り
、

内
容

上
重

要
な

部

分
だ

と

言

っ
て
よ

い
。

し
か

し
、

そ

の
判

断

の
理
由

は
、
典

拠
説

話

と
能

の

間

で
相
違

し
て

い
る
。

典

拠
に

お

い
て

は
、

理
由

を
尋

ね
ら

れ
た

母

は
、

臨

終

の
際

に
亡

夫
が

の
こ
し

た
遺

言
が
、

兄

の
将

来
を

母

に
託

し
た
も

の
で
あ

っ
た

こ
と

を
明

か

す
。

つ
ま

り
、

亡
夫

の
遺

言

が
理

由

で
あ

り
、

こ
の
内

容

は

〈斉

義

継
母

〉
以

来
変

わ

っ
て
い
な

い
部

分

で
あ

る
。

少

者

は
妾

の
子
な

り
。
長

者

は
前

妻

の
子
な

り
。

其

の
父
疾

み

て

且

に

死
せ

ん
と

す

る

の
時

、

之

を
妾

に

属
ね

て

曰
く
、

「善

く
之

を
養

ひ
視

よ
」

と
。

妾

曰
く

、

「
諾
」
と
。

今
既

に
人

の
託

を
受

け
、

人

に
許
す

に
諾
を

以

て
す

る

に
、

宣

に

以

て
人

の
託

を
忘

れ

て
、
其

の
諾

を
不
信

に

す

べ
け

ん
や
。

(『
列
女
伝

』
巻

五

〈斉

義

継

母
〉
、
原
漢

文

(九
り)

弟

ハ
我

実

子
ナ

リ
。

兄

ハ
継

子
也

。

兄
ガ

父
命

終

シ
時

、

「
我

ガ

子

ノ
如

ク

バ
グ

、
ム

ベ

シ
」

ト
申

。

彼
詞

ワ
ス

レ
ガ

タ

キ
故

二
、

兄

ヲ
助

ム
ト
思

フ
。

我

子
ナ

レ
バ
弟

ヲ
バ

マ
ヰ

ラ

ス

(『
沙

石
集

』

巻

三
)

し
か

し
、
能

に

お

い
て
は

、

そ

の
理
由

が
、

亡
夫

に

対
す

る
母

の
遠

慮

に
変

わ

っ
て
い
る
。

第

6
段

に

お

い
て
、

兄
弟

の
ど
ち

ら
を

処
刑

す

べ
き

か
、

刑
吏

か

ら
決

断
を

迫

ら
れ

た

母
は
、

兄
を
助

け
弟

を
処

刑

す

る

こ
と
を

選
ぶ
。

そ

の
理
由

を
問

わ

れ

る
と
、

母

は
、

兄
が
前
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妻

の
子
、
弟

が
実

子

で
あ

る

こ
と

を
初

め

て
明
か

す
。

そ

し
て
、

亡

夫

に

対
す

る
配
慮

か
ら

、
実

子

の
弟

の
刑

死
を
選

択

し
た

こ
と
を

述

べ
る

の

で
あ
る
。

[
問
答

]

シ
テ

「
童
も

お
も

ひ
さ

だ

め

て
候
、

兄
を

た
す

け
弟

を

切

て

給
候

ヘ

ワ
キ

「
あ

ら
ふ

し
ぎ

や

、
皆

人
ご

と

に
弟

は
ち

の
あ

ま

り
と

て
か
な

し
む

に
、

何
と

て
兄

を
た

す
け
弟

を

き
れ

と

は

申
ぞ

シ
テ

「
猶
も

い
は
れ

の
候

な

り
、

兄
は

ま

ン
子
弟

は

童

が
実

子

に

て
候

ワ
キ

《
さ

れ
ば

こ
そ

そ
れ

に
付

て
も

不

審
な

り
、

ま
さ

し

き
ま

ン
子
を

た
す

け
を

き
、

吾

子
を

き
れ

と

申

事

、

か

へ
す

ぐ

も

ふ
し

ん
な

り

シ
テ

「
猶

も

い
は
れ

の

候

な
り
、

兄
を

こ
ろ
さ
ば

も

と
よ

り
も
、

に
く

み

て
き

る

こ
そ

道

理
な

れ
と
、

草

の
か
げ

な

る
か

れ
ら
が

父

の
、

心

の
中

の
は

つ

か
し

さ

に
、

《
さ

て

こ

そ
兄

を
た

す
け

弟

を

切

て
た

ま

は
れ

と

は
、

せ

ん
か
た

な
さ

に
申

な
り

実

子
を

殺

す
理

由
は
、

原
話

以
来

の
内

容

と
相
違

し

て
お

り
、
説

話

の
史
的

展

開
上

注
目
す

べ
き
部
分

で
あ

る
。
そ
し

て
、
こ

の
相

違

は
、

父

の
敵

討

へ
の
改
変

と

強

く
結

び

つ
い
て

い

る
。

《
正

儀
世

守
》

で

は
、

兄
弟

の
父
は
大

臣
に

よ

っ
て
討

た
れ

た

こ
と
に
な

っ
て

い
る
。

そ

の
場
合

、
典

拠
説

話

の
よ
う

に
、

父
が

末
期

に
お

い
て
母

へ
遺

言

を

の
こ
す

こ
と

は
難

し
く

、
設
定

上

不
自

然

で
あ

る
。
そ
こ

で
、
《
正

儀
世
守

》

で

は
、
原

話
以

来

の
内

容
を

少

し
変

え
、

母
が

継

子

の
助

命

を

望
ん

だ
理

由
を

、
亡

夫

に
対
す

る
遠
慮

と

し
た

の
で
あ
ろ

う
。

こ
の
改
変

は
、

父

の
不
慮

の
死

に
相
応

さ

せ
る

た
め

に
な
さ

れ

た
も

の
で
あ

っ
た
と
考

え

ら
れ

る
。

六

恩
愛
能
と
し
て
の

《
正
儀
世
守
》

《
正
儀

世
守

》

は
、

シ
テ
登
場

部

を
中

心

と
し

て
、

物

狂
能

の
構

成

を

利
用

し

て

お
り
、

そ

の
結

果
と

し

て
、
典

拠

説

話

の
内
容

を

い

く

つ
か
改

変

す

る

こ
と
に

な

っ
た
。
《
正
儀

世
守

》

の
造

型

の
上

で
、

物
狂

能
構

成

の
利

用

は
、

重
要

な

も

の
で
あ

っ
た

こ
と
が

う

か
が

え

る
。し

か

し
、

こ
れ
を

も

つ
て
、

《
正
儀

世

守
》

を
物

狂

能

と
考

え

る

こ
と

は

で
き

な

い
。

《
正
儀

世
守

》

に

は
、

シ
テ
が

物

狂

で
あ

る

こ

と

を
明

示

す

る

よ
う

な

、

「狂

女

」

や

「
狂

ふ

」
な

ど

の
語
が

見
ら

れ

な

い
。

ま

た
、

狂

乱

の
演
技

を

示
す

よ
う

な

詞
章

や
、

そ
れ

に
準

ず

る

よ
う

な

物

売

り

の
場

面

、

[
ク

ル
イ
]

の
小

段
等

も

持

っ
て

い

な

い
。

《
正

儀

世
守

》

が

、

狂
乱

の
様

子
を

見

せ

た

り
、

狂

乱

の
体

裁

で
曲

舞
な

ど

の
芸

能
を

演

じ

る

こ
と
を
主

眼

と

し

て

い
る
と

は
考

え

ら

れ
な

い
。

世

阿
弥
的

な
意

味

で
、

本
曲

を
物

狂
能

と
考

え

る

こ

と

に
は

躊
躇

せ
ざ

る

を
得

な

い

の
で
あ

る

。
《
正

儀

世
守

》

が

物
狂

能

構
成

を

利
用

し

た
意

図

に
は
、

物

狂
が

狂

乱
し

た
り

、

芸
を

見
せ

る
と

い

っ
た

こ
と
と

異

な

る
も

の
を
考

え

る

べ
き

で
あ

ろ
う

。

そ

こ

で
、

[
ク

セ
]

に

着

目
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

そ

の
利
用

の
意

図
を

考

え

た

い
。

世

阿

弥
周

辺

の
物
狂

能

に

お

い

て
は
、

(
[
次

第
]
)

[
ク
リ

]

[
サ
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シ
]

の
後

に
、

[
ク
セ
]

が

位

置
付

け
ら

れ

て
い

る
。

こ
の
よ

う
な

構

成

は
、

世
阿

弥

の
夢

幻
能

に

お
け

る

[
ク
セ

]
と

同

じ
で
あ

る
。

ま
た
、

そ

の

[
ク
セ
]

の
多

く

は
、

物
狂

の
演

ず

る
芸
能

と

い
う
設

定

に
な

っ
て

い
る

。
《
柏

崎

》

の

[
ク

セ
]

は

、

「土

車

の
曲

舞

」

を

利

用

し
た

(
『
申
楽

談

儀

』
)

と
言

わ

れ

る
、

阿

弥
陀

如

来

を

讃

嘆

す

る
内

容

の
曲

舞

だ

が
、

[
ク

セ
]

に
先

立

ち

、

「
い
で

か
た

が

た

に
舞

ひ
舞

う

て
見

せ

ん

」

(
第

9
段

[
□
]
)

と

シ
テ
が

述

べ

て

い
る
。

こ
の

[
ク
セ
]

に
は

、
芸

能
を

見

せ
よ
う

と
す

る
意

図
が

明

ら

か

で
あ

る
。

ま
た

、
《
桜

川
》

で
は
、

行
方

を

探

す

「桜

子

」

の

名

に
因

み
、

散

る
桜
を

惜

し
む

[
ク

セ
]

で
あ

る
。

こ

の

[
ク
セ
]

も

、

ワ
キ

ツ

レ
の

セ
リ

フ
に
、

「
狂

は

せ

て
お

ん
目

に

か
け

う

ず

る

に

て
候

」

(
第

7
段

[
問
答

]
)

と

あ

り
、

狂

乱

の
芸

能

と

見

て
よ

い
。

こ

の
よ
う

に
、

世

阿

弥
周

辺

の
物

狂
能

で
は

、

[
ク

セ
]

が

、

狂

乱
に

託
け
た

芸
能

の
見

せ
場

と
な

っ
て

い
る
。
し
か

も
、
そ

の

[
ク

セ
]

に

は
、

和
歌
や

漢
詩
、

経

文
や

仏
説

な

ど
が
踏

ま

え
ら

れ
、

和

歌

や
連

歌
に
近

い
修

辞
を

用

い
る
な

ど
、
詞
章

上

工
夫
が

見
ら

れ

る
。

こ
れ

に
対

し

て
、

《
正

儀

世
守
》

の

[
ク

セ
]

は

、

そ
う

い

っ
た

芸

能

の
要
素

が
稀

薄

で
あ

る
。
母

が

二
子

へ
の
隔

て

の
な

い
愛
情

を

物

語
る

第

6
段

で
は

、

[
ク

ド
キ

]

[
歌

]

[
ク

セ
]

と

い
う

構
成

に

な

っ
て

い
る

。

[
ク

セ
]

の
前

に

は
、

[
ク

ド

キ
]

と

短

い

[
歌

]

が
配

置
さ

れ

て
い
る

だ
け

で
あ

る
。

[
ク

ド
キ
]

シ
テ

「や
あ

い
か
に

正
義
、

や

は
か
今

な

ら

で
は

ま

ン
母
と

も
お

も
ふ
。
《
う

た

て
や

お

こ
と
三
歳

の
と
し

の
春

、

御

身

の
母

此
世

む
な

し
く
成

給

ふ
、
其

後

わ
ら

は

お

こ
と

の
父

と

契

り
を

む
す

び
、

子

と

い
ふ
物

も

な
か

り

し
か
ば

、
世

に

い

と

を

し
き

事

か
ぎ

り
な

し

、

(
略

)
さ

て
も

あ

の
せ

い
し
ゅ

出

来

て
も

お

こ
と
を

へ
だ

つ
る
事

も
な

く

[
歌

]
地

『
つ
ぼ

み

さ

か
ふ

る
梅

さ

く

ら
、

月

日

の
ご

と

く

そ
だ

て
し
に
、

[
ク

セ
]

地

『
か
く

ま

Σ
し

い

き

な

か
ば

ぞ
と

は
、

い
ま

だ
し

れ

る
人

も
な

し
、
さ

れ
ば

い

つ
ま

で
も

、
あ

ら

は
さ

じ
と

は
お

も

へ
ど

も

、
命

を
た

す
け

ん

そ

の
為

に
、
さ

て
此
事

を
あ

ら

は

す

そ
、
か

ま

い

て
せ

い
し
ゆ

よ
、
母
う
ら

め

し
と

お
も

ふ
な

よ
、

ま

㌧
子
を

だ

に
も

に
く
ま

ね

ば
、

ま

し

て
吾

子

を
ば
、

何

し

に

に

く

み
は

つ
べ
き

、

シ
テ

『
此

こ
と

は

り

を

お
も

ひ
や

り

て
、

地

『
兄

が
命

に

か

は
ら

ん
と

、

お

も
ふ

も
孝

子

な

る
物

を
、

母

う
ら

め

し
と

お
も

ふ
な

よ
、

さ

か
さ

ま
な

り

け
る
、

世

に
な

が

ら

へ
て
な

に

か

せ
ん
、

お

も

へ
ば
身

も

く
る

し
、

母
と

も

に
ち

う

し
給

へ
や
。

こ

の
よ
う

に

、
《
正

儀

世
守
》

の

[
ク

セ
]

は
、

[
ク
リ
〕

[
サ

シ
]

を

伴

わ

ず

、

[
ク

セ
]

の
直

前

に

は

、

[
ク
ド

キ

]

と

[
歌
]

と
が

置

か

れ

て

い
る
。

そ

し

て
、

[
ク

ド

キ
]

か

ら

[
ク
セ
]

に
か

け

て

は
、

一
続

き

の
内

容

と

な

っ
て
お

り

、

[
ク

ド

キ
]

で

は
、

継

子

の

兄
正

儀

へ
と

、

[
ク

セ

]

で

は
、

主

に
実

子

の
弟

世

守

へ
と

語

り

か

け
ら

れ

て

い
る

の
で
あ

る
。

引
用

部
直

前

に

「籾

は
継
母

継

子
に

て

あ

る

か
な
、

今

ま

て
そ
だ

て
た

る
有
様

申

上
候

へ
」

と

い
う

ワ
キ

の
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セ
リ

フ
が

あ
る

通
り
、

こ
の
部
分

は

シ
テ

に
よ
る

物
語

で
あ

っ
て
、

狂

乱

の
芸
能

と

は
言

え
な

い
。

詞
章

も
非
常

に
平

易

で
あ

り
、
音

律

が

整

え
ら

れ

て

い
る

以
外

は
、
こ
れ
と

い

っ
た
修

辞

は
見

ら
れ
な

い
。

こ

の

[
ク

セ
]

は
、
歌

舞
を

見

せ
る
芸

能

の
段
と

は
言

い
難

く
、

愁

嘆

の
内

容
を

独
白

す

る
小
段

で
あ

る

[
ク
ド

キ
]

を
含

め
、

処
刑

に

よ

っ
て

子
を
失

う

こ
と

へ
の
悲
痛

な
感

情
を

強
調

す

る
も

の
と

し

て
用

い
ら
れ

て

い
る
。

こ
の
よ

う

に
考

え

た

と
き

、
《
正

儀
世

守
》

に
見
ら

れ

る
物

狂

能

構
成

も

、

こ

の

[
ク

セ
]
と

同

じ
よ
う

な
性
格

を
持

っ
て

い
る

の

で

は

な

い
だ

ろ

う

か
。

《
正
儀

世
守

》

は
、

物

狂
能

の
構

成

を

借

り

て

は

い
る
が
、

狂

乱
に

託
け

た
歌
舞

の
芸

能

を
見

せ
る

こ
と

を
主

眼
と

し

て
い
る

と
は

言
え
な

い
。

む

し
ろ
、

そ

の
構
成

は
、

子

に
対
す

る

母

の
恩

愛

を

表

現

す

る

た

め

に
用

い
ら

れ

た

の

で
は

な

い
だ

ろ

う

か
。物

狂
能

特
有

の
構
成

は
、

い
わ

ゆ
る

「
思

ひ
ゆ

へ
の
物

狂
」

に

見

ら

れ
る

も

の
で
あ

る
。

そ

の

「思

ひ
」
と

は
、

世
阿

弥

に
言
わ

せ

れ

ば

、

「
親

に
別

れ

、

子

を
尋

ね
、

夫

に
捨

て

ら
れ
、

妻

に

後

る

ン
、

か
や

う

の
思

ひ
」

(『
風

姿
花

伝

』
)

で
あ

り
、

強

い
愛

情

を

感

じ

る

者

を

失

っ
た

思

い

で
あ

る
。

物

狂
能

の
構

成

は
、

「思

ひ
ゆ

へ
」

の

狂
乱

を
歌
劇

的

に
表

現
し

た

―
形
式
だ

と
考

え

ら
れ

る
。

《
正
儀
世

守
》

で
は
、

こ

の
構

成

か
ら
、

歌
舞

に
よ

る
芸

能

の
要

素
を

削
減

し

て
応
用

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

母

か
ら

子

へ
の
強

い
愛

着

の
感
情

を
表

現

し
よ
う

と
し

た

の
で
は
な

い
か
。
物

狂
能

の
構

成

を

応
用

し

て
、

手

放

せ
ば

狂
わ

ん
ば

か

り

の
強
さ

を
持

っ
た
、

子

に

対

す

る
母

の
恩

愛
を

強

調
し

よ
う

と

し
た

の
が
、

本

曲

で
あ

ろ
う
。

一
門

三
賢

説
話

に
お

い
て
は
、

実

子

以
上

に
継

子
を

大

切

に
扱

う
義

理
堅

い
母

親

で
あ

っ
た

が
、

そ

の
母
親

に
対

し
て
、

子

へ
の
恩
愛

の

心
を

付
与

し
た

上

で
、
物
狂

能

構
成

を
用

い
て
増

幅
し

、
説
話

を

「泣

き

能

」

(『
三
道

』
)

と

し

て
作

り

変

え

た

も

の
が

、

《
正

儀

世
守

》

な

の
で
あ

る
。

七

《
正
儀
世
守
》
の
作
者

以

上
、

《
正
儀

世

守
》

の
造

型

の
方

法

と

、

そ

の
意

図

す

る
と

こ

ろ
に

つ
い
て
考

察

し

て
き

た
。
そ

こ

で
、
こ
れ

ら

の
結

論
を

前
提

に
、

作

品

の
作
者

に

つ
い

て
も

触
れ

て
お
き

た

い
。

本
曲

の
作

者

に

つ
い
て
は
、
室

町
時
代

の
作
者

付

に
宮

増
作

(『
自

家

伝

抄
』

作
者

付
)

と

い
う

記
述

が
あ

る
。

し
か

し
、
宮

増

作

と
さ

れ

る
作

品
に

は
、
作

者

付
間

で
異

同
が

あ

り
、
本

曲

も

『
い
ろ

は
作

者

注
文

』
で
は
、
作
者

不
明

で

あ
る
。
こ
の
よ

う
な

作

品

の
作
者

を
、

作

者
付

の
記

述
だ

け

に
よ

つ
て
決
定

す

る

こ
と
は

難

し

い
。
や

は
り

、

作

品
内
部

の
特
徴

か

ら
、

作
者

に

つ
な
が

る

手
掛

り
を

探

る

べ
き

で

あ

ろ
う

。

ま

た
、

『
自

家

伝

抄
』

の
記

述

に

つ
い

て
は
、

そ

の
信

頼

を

疑

う

説

も
あ

る

二
9
が

、

宮
増

作

品
が
確

定

で
き

る
よ
う
な

新

た
な

資
料

の
発

見
は

見
込

み
難

い
。
西
野

春
雄

氏

に
よ

っ
て
、
「
は
じ

め
か
ら

、
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『
自
家

伝
抄
』

の
作
者

説

は
ほ
と

ん
ど

信
ず

る

に
足

り
な

い
な

ど
と

切

り

捨

て
な

い
方

が

い

い

(=
)」
と

述

べ
ら

れ

て

い
る

通

り
、

《
正

儀

世
守

》

の
作
者

を
考

え

る
際

に
は
、

宮
増

の
可
能

性

か
ら

探

っ
て

ゆ
く

こ
と

が
現
実

的

で
あ

ろ
う
。

宮
増

に

つ
い
て
は

、

一
人

の
宮

増

で

は
な

く
、

「宮

増

グ

ル
―
プ

」
を

想
定

す

る

見
解

が

提

出
さ

れ

て

お

り

二
二
H、

こ

の
説

も

視

野

に
入

れ
な

が

ら

、
《
正
儀

世
守

》

の
作

者

に

つ
い

て
考

え
た

い
。

先

述

し

た
よ

う

に

、
《
正
儀

世
守

》

は

世
阿

弥

周

辺

の
物

狂
能

に

見

ら
れ

る
特
有

の
構

成

を
利
用

し

て
お

り
、
本

曲

の
成

立
は

、

こ

の

よ
う

な
物

狂
能

構
成

の
成
立

後
、

お
そ

ら
く

世
阿

弥

以
後

で
あ

ろ
う

と
考

え

ら
れ

る
。

し
か

し
、
本

曲

の
作
者

は

、
世

阿
弥

周

辺

の
人

物
と

は
考

え

に
く

い
。

世

阿
弥

周

辺

の
物

狂
能

で

は
、

シ
テ

一
人

の
芸
能

を
中

心

に
描

か
れ

る

こ
と

が
多

い
が

、
《
正
儀

世

守
》

で
は
、

子

方

二
人

が

刑

死

を

争
う

[
問
答

]
(
第

4
段
)
も
重

要
な

揚

面

で
あ

る
。
本

曲

で
は
、

子
方

の
存
在

が
大

き

な
役
割

を
果

た

し

て
お
り

、

シ
テ

}
人
主

義

か

ら

の
逸
脱

が
見

ら
れ

る
。

ま
た
、

物

狂
能

の
構

成

に
大
き

く
拠

り
な

が
ら

も
、

シ
テ

の
狂

乱
や

芸
能

を

見
せ

る

の
で
は
な

く
、

母

の
恩

愛

を

中
心

に
、

人
情

に
訴
え

か

け
る
描

き
方

を

し

て
お
り
、

非

世
阿

弥

的
傾

向

が
強

い
。

小
段

構
成
や

詞
章

な

ど
に

つ
い
て
も
、

前
章

で
述

べ
た
よ

う

に
、

世

阿
弥

的

と

は
言

え

な

い
内
容

を

持

っ
て

い
る
。

特

に

、

[
ク

セ
]

で

は
、

「
ク
リ

]

[
サ

シ
]

を

伴

っ
て

お

ら
ず

、

そ

の
詞
章

も
平

易

で
、

和
歌

や
漢

詩
、

仏
典

な

ど

に
由

来
す

る
語

や
和

歌
的

な
修

辞
が

ほ
と

ん
ど

用

い
ら

れ

て

い
な

い
。

終
曲

部

で

は
、

ワ
キ
が

赦
免

を

言

い

渡
す

セ

リ

フ
が

あ

っ
た
後

、

[
キ
リ

]

の
短

い
謡

で
終

曲
す

る
。

世

阿
弥

周

辺

の
作

で
あ

れ
ば

、

[
キ
リ

]

を
用

い
た

と

し

て
も
、

そ

の
前

に
は

、

[
歌

]
や

[
ロ
ン
ギ
]

な

ど

の
平

ノ
リ

の
小
段

を
持

っ

て
お

り

(
《
桜

川

》
《
三

井

寺
》

な

ど

)
、

セ

リ

フ
か

ら
突

然

短

い
謡

で
終
曲

す

る
構
成

は

見
ら

れ
な

い
。

他

の
個

所

に
お

い

て
も
、
節

の

部

分
よ

り
詞

の
部

分

が
多

く
、

セ

リ

フ
を
重

視
す

る
傾

向

が
極

め

て

強

い
。

こ

の
よ

う
な

点

で
も

、
《
正
儀

世

守
》

は
非

世

阿

弥
的

作

風

を

持

っ
て
い
る

と
言

え

よ
う
。

そ

の

こ
と
を

確
認

し

た
上

で
、

シ

テ
が

登
場
す

る
第

2
段

の

「
旧

里
を
出

し
鶴

の
子

の
、
松

に

か

へ
ら

ぬ
さ

び

し
さ

よ

」
(
[
一
セ
イ

]
)

の
部
分

に
注

目
す

る
と
、

同
曲

に
は
珍

し
く
、
漢

文

を
踏

ま
え

た

詞

章

で
あ

る

こ
と

が

わ

か

る
。

こ
の

[
一
セ

イ
]

に

お

い

て
、
『
和

漢

朗
詠

集

』

所
収

の

「鶴

帰

旧
里

、

丁
令

威

之

詞

可
聴

」

(
四

四

八
)

を
用

い
て
、
我

が

子

の
帰

り
を
待

っ
て
い
る

の
に
、

子

が
な

か
な

か

帰

っ
て
来
な

い
、

母

の
寂

し
さ

が
吐

露

さ
れ

て

い
る

の
だ
が

、

こ

の

[
一
セ
イ

]

は
、

《
摂

待
》

の

[
一
セ
イ

〕

と
同

一
詞
章

で
あ

る
。

《
摂

待
》

の
シ
テ

は
、

義
経

に
従

軍

し

て
長
く

郷

里
を
離

れ

て

い

る
、

佐
藤

継

信

・
忠
信

兄
弟

の
母

で
あ

る
。

そ

の

シ
テ

の
登
場
部

に

用

い
ら
れ

て

い
る

の
が

、

こ

の

[
一
セ

イ
]

で
あ

る
。
《
摂

待
》

の

シ
テ

と

、
《
正
儀

世

守

》

の

シ

テ
は
、

帰

宅

し
な

い

二
人

の
子

の
帰

り
を
待

つ
と

い
う
点

で

は
共

通

し
て

い
る
。

し

か

し
、

敵

討

に
出

て

52一



帰

ら

な

い
正
儀

・
世
守

兄
弟

よ

り
も
、

長
年

郷

里
を
離

れ

て

い
る
継

信

・
忠

信

兄
弟

の
方

が

、

「
旧

里
」

と

い
う

語

に

は
ふ
さ

わ

し

く
、

ま

た
、
待

つ
母

に
も

「寂

し

さ
」

を
感

じ
さ
せ

る
。

詞
章

の
内

容

か

ら
考

え

れ

ば
、

こ

の

[
一
セ
イ
]

は

、
《
摂

待

》

の
方

が

よ

り
適

し

て
お

り

、
《
正
儀

世
守

》

の

[
一
セ
イ

〕

は
、

《
摂
待

》

の
も

の
を

転

用

し
た
と
考

え

て

お
き

た

い
。

い
ず

れ

に
せ
よ

、
両

曲
が

近

い
関

係

に
あ

る
と

い
う

こ
と
は

言
え

る
だ

ろ
う
。

『
自
家

伝

抄
』

作

者

付

に
よ

れ
ば

、

《
正
儀

世
守
》

と
同

じ

く
、

《
摂

待
》

の
作
者

も

「
宮

増
」

で
あ

る
が
、

仮

に

こ
の
記
述

を
信

用

す

れ
ば
、
両
曲

と

も

に

「
宮
増

」
作

品

と

い
う

こ
と

に
な

る
。
た

だ
、

同

}
人
物

が
、

同

一
個
所

に

、
同

一
詞
章

を
用

い
る

こ
と

は
、

あ
ま

り

見

ら

れ
な

い

の

で
、
《
正
儀

世

守
》

の
作

者

は

、
《
摂

待

》

の
作

者

に
近

い
、

別

の
人
物

で
あ

る

可
能
性

が
強

い
の
で

は
な

い
か
。

ま

た
、

宮

増
作

品

の
特

徴

の

一
つ
と

し

て
、

「
さ
ば

か

り

猛
き

箱

王
も
、

幼
な

き
身

の
悲

し

さ
は

」

(《
調
伏
曽

我

》
)

の
よ
う

な
、

「
そ

れ

ほ
ど
技

巧

的

で
な

い
」

掛
詞

の
方

法

が
あ
げ

ら

れ

て

い
る

〔≡
〕。

つ
ま
り

、

「
箱

」

の
縁

か
ら

、

「
糸

」
を

出

し
、

「
い
と

け
な

し
」

に

掛

け

る
と

い
う

技

法
を

さ

し

て

い
る

の

で
あ

る
が

、
《
正
儀

世
守

》

の
詞
章

に
は

、
こ

の
よ

う
な

技
法

が
用

い
ら

れ

て
い
な

い
ば

か
り

か
、

掛

詞

自

体
極

め

て
少

な

い
。
《
調

伏

曽

我
》

の
作

者

は

、
『
能

本

作

者

注

文
』

『
自

家

伝
抄

』

と

も

に

「宮

増

」
と

し
て

お
り

、
伝

宮

増

作
品

の
中

で
は
、

最

も

そ

の
可

能
性

が
高

い
が
、

《
正
儀

世
守

》

の

作

者

は

、
《
調
伏

曽

我
》

の
作
者

と

し

て

の

「
宮

増

」
と

も
異

な

る

人

物

で
は
な

い
だ

ろ

う
か
。

世

阿
弥

以
降

で
非

世

阿
弥
的

作

風
を

持

つ
と

い
う
意

味

で
は

、
《
正

儀

世

守
》

を

「
宮
増

」
作

と

す

る

『
自

家

伝
抄

』

の
記
述

の
通

り
、

「宮

増
」

作

の
可
能

性

を
否

定
す

る
も

の
で

は
な

い
。

し
か

し
、

そ

れ

な

ら
ば

、

一
人

の

「宮

増

」

で
は
な

く

、

「
宮

増
グ

ル
―
プ

」

の

う

ち

の

一
人

で

あ
る

可
能

性
を

考

え
る

べ
き

で
あ

ろ
う
。
も

ち

ろ
ん
、

『
自
家

伝
抄

』

の
記

述
を

全
く

信

用
し
な

い
立
場

を

と
れ
ば

、

非
世

阿

弥
系

の
不

明

の
人

物
と

い
う

こ
と
に

な

る
だ
ろ

う
。

八

結
論

親

子
な

ど

の
恩
愛

に
託

け

て
、

芸
能

を

見
せ

る

の
が
、

世

阿
弥

周

辺

の
物

狂

能

で
あ

っ
た
。

《
正
儀

世

守
》

は
、

そ

の
物
狂

能

の
構

成

が

有
す

る
、

「
思

ひ

ゆ

へ
」

の
狂

乱

の
表

現
法

を

利

用

し

て
、

母
親

が

子

に
対

し

て
持

つ
愛

着
を

表

現

し
た

も

の
と
思

わ
れ

る
。

一
門

三
賢

説
話

は
、

継

子
を

実

子
以

上

に
慈

し
む

母

の
義

理

と
、

親

の
敵

を
討

つ
兄
弟

の
孝

行
、

そ

し

て
、
互

い
に
相

手

の
命

を

助
け

合

う

友

愛
を

称

賛

し
た

説

話

で
あ

ろ

う
。

《
正
儀

世

守
》

も
、

基
本

的

に
は
、

説

話
が
持

っ
て

い
る
内

容
を

継

承

し
て

い
る
。

し
か

し
、

そ

の
描

き
方

は
、

説

話
と

は

少

し
異
な

っ
て

い
る
。

母

は

子
を
探

し

て
心

を
乱

し

て
登
場

し
、

兄
弟

も

父

の
敵

を

討

つ
幼
児

と

し

て
描

か
れ
、
い
た

い
け

な
孝

子

で
あ

る

こ
と
を

強

調
し

て
ゆ

く
。

こ
の
よ

う
な

加

工

の
方

法

か
ら

は
、
義

理

を
重

ん

じ
る

母

の
理
性

が
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印
象

的
な

典
拠

説
話

そ

の
ま
ま

で

は
な
く

、

子
に
対

す

る
情
愛

に
焦

点

を
当

て
、

よ
り

人
情

に
訴
え

よ
う

と
す

る
意

図

が
見

て
取

れ

る

の

で
あ

る
。

本

稿

で
は
、
物

狂
能
構

成

の
非
世

阿
弥

的
な

応

用
例

と
し

て
、
《
正

儀

世
守
》

を
取

り
上
げ

、
恩

愛
能

と
し

て

の
造
型

に

つ
い
て
論

じ
た

が

、

そ

の
作

風

か
ら

、
《
正
儀

世

守
》

の
作
者

は
、

非

世
阿

弥

系

の

人
物

で
あ
ろ

う

と
考

え

ら
れ

る
。

そ

こ
で
、

『
自

家

伝
抄

』

に
見

ら

れ
る
、

「宮

増
」

を
作

者
と

す

る
記
述

の
取

捨
が

問

題
と

な
る
。

『
自

家

伝
抄

』

の
記
述

に
わ
ず

か
な

可
能

性

を
求

め

れ
ば

、

「宮

増

グ

ル

ー
プ

」

の

一
人

と
考

え
る

こ
と
が

で
き
る
だ

ろ

う

し
、

そ

の
記
述
を

信

じ
な

け

れ
ば

、
《
摂

待
》

の
作
者

と

異
な

る

不
詳

の
人

物

と
な

る

で
あ

ろ
う
。

伝
宮

増

作
品

に

は
、

作
者

を

論
じ

る
上

で
、

不
確

定
な

要
素

が
多

い
。

こ
の
よ
う

な
作

品

の
場
合

、
作

者

の
考
定

に
拘

泥

せ

ず
、

作

品

の
詳
細
な

分
析

を
進

め

る

こ
と

の
方

が
、

有
益

な

結
論

を

得

る

こ
と
が

で
き

る

の
で
は
な

い
か
。

〈
注
〉

(
こ

拙
稿

「
「
門
三
賢
説
話

と
能
」

(『
国
語
国
文
』

70
-

9
、

平
成

十
三
年
九
n月
)

(
二
)
本
曲

の
音
楽

構
成

が
わ
か
る
よ
う

に
、
日
本
古
典

文
学
大

系

『
謡

曲
集
』

に
示
さ

れ
た
小
段

理
論
を
用

い
て
、
小
段

の
名
称
を

[

]

で
括

っ
た
。

な
お
、
詞
章

引
用
に
際

し
て
は
、
適
宜

濁
点
を
付

し
、

飾

の
概
略

が
分
か
る
よ
う

に
、

「
(詞
)
、
《
(拍

子
不
合

の
節
)
、
『
(拍

子
合

の
節
)

の
記
号
を
用

い
た
。

(
三
)

日
本
思
想

大
系

24

『
世
阿
弥

禅

竹
』

(
岩
波
書

店
、

昭
和

四

十
九
年

四
月
)

二
三
頁
頭
注

(
四
)

竹
本

幹
夫

「
『
親

子
物

狂
能
』

考
」

(『
観

阿
弥

・
世

阿
弥
時
代

の
能
楽

』
明

治
書
院

、
平

成
十

一
年

二
月
。
『
能
楽

研
究

』

6
、

昭

和
五

十
六
年
三
月
初
出
)

(
五
)

引
用
は

日
本
古
典

文
学
大
系

に
拠

る
。

謡
曲

の
引
用

は
、

概
ね

同
書

に
拠

っ
た
が
、

《
土

車
》
《
鳥

追
船

》
《
摂
待
》

に

つ
い
て

は
、

謡
曲
大
観

に
拠

っ
た
。

(
六
)
《
桜

川
》

で
は
、

[
一
セ
イ
]

の
後
、

[
サ

シ
]
[
下
ゲ
歌

]
[
上

ゲ
歌

]
と

い
う

小
段
構

成
を
持

っ
て

い
る
が
、

[
一
セ
イ
]

の
後

に

す
ぐ

[
歌
]

が
あ

る

《
蝉
丸
》

の
よ

う
な
曲

も
あ

り

、
コ

セ
イ
]

の
後

に

[
サ

シ
〕

を
挟
ま
ず

に
、
平

ノ
リ

へ
と

移
行
す

る
構
成
も
あ

る
。

(七
)

「
お
や

の
敵

を
～
」

の
諺

に

つ
い
て
、
『
謡
曲
評
釈

』

で
は

「
軍

に
出

で
Σ
先

陣
を
特
許
せ

ら
る

㌧
を

云
ふ
」
、
『
校
注

日
本
文
学
大
系
』

で
は

「門

の
番

人
の
居
る
所
を
陣
と

云
ふ
か
ら
、
通
行
御
免

の
意

か
」

と
、

「
陣

の

口
」

の
語
義

に
よ

っ
て
、
説

が
分
か

れ

て
い
る
。

こ

の

諺
は
他

に
用

例
が

未
だ

見
出

せ
ず
、

確
証
を

得
な

い
。

た
だ
、

「陣

の

口
」
に

は
、
門
番

の
詰
所

の
入
り

口
の
意
味
と
考

え
ら
れ

る
用
例

が
あ

る

の
で
、

こ
こ

で
は
後
者

を
採

っ
て
お
き
た

い
。

「
又
造

宮
之

際
、

公
私
奔

営
之
。

(略
)

又
日
来
可
有
額
乎
、
陣

口
可
有
鳥
居
乎
、

被

問
人

々
。
各
依
申

不
可
然

之
由
、
無
沙
汰

、
云

々
。
」

(『
吾
妻
鏡
』
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建

暦
―二
年

三
日
ニ
ハ
日
条
)

(
八
)
伊

藤
正
義

編

『
福

王
流

古
伝

書
集
』

(和
泉
書

院
、

平
成

五
年

十

一
月
)
所
収

の
影
印

に
拠

る
。

(
九
)
山
崎

純

一

『
列
女

伝

(中
)
』

(新
編
漢

文
選

5
思
想

・
歴
史

シ

リ
ー
ズ
、

明
治
書
院
、

平
成
九

年
四
月
)
所

収
の
書
き
下

し
に
従

っ

た
。

(
一
〇
)
竹
本
幹
夫

「『
自
家
伝
抄
』

の
資
料

性
と
能

作
者
宮
増
」

(『
観

阿
弥

・
世
阿
弥
時
代

の
能
楽
』
。
『
能

・
研
究

と
評
論
』

8
、

昭
和

五

十

四
年
十

月
初

出
、
原
題

「
〈作
者
付
〉
と
宮
増

を
め
ぐ

っ
て
」
)

(
=

)
西

野
春
雄

「
中
作
能

の
作
者
と
作

品
」
〈
四

宮
増

の
能
〉
(岩

波

講
座

『
能

・
狂
言
』

皿

能

の
作
者
と

作
品
、
昭

和
六
十
二
年

一

月
)

(
一
二
)

注

一
〇
竹
本
論
文

(
=
二
)

注

一
―
西
野
論
文

※
な

お
、

芸

能
史

研

究
会

東
京

例
会

(平

成

十

三
年

十
二

月

}
日
、

於

早
稲

田
大
学

)
に
お

い

て
、
内

山
美

樹

子
氏

の

口
頭
発

表

「
能

「
正

儀

世
守

」
と

元
曲

「蝿

蝶
夢

」
」
を
拝

聴

す

る
機
会

を
得

た

。
氏

は

、

能

《
正
儀

世
守

》

の
典

拠
と

し

て
、

元
曲

『
醐

蝶
夢

』

を
想
定

さ

れ

て

い
る

。
『
醐

蝶

夢
』

に
は

、

父

の
敵

討

の
設

定

を
持

っ
て

い
る
点

な

ど

、

一
門

三
賢

説
話

よ

り
も

《
正

儀
世

守
》
に
近

い
部

分

も
あ

り
、

そ

の
可
能

性

も
な

い
と
は

言
え

な

い
。

し
か

し
、

兄
弟

が

三
人

で
あ

る
点

や
、

兄
弟

を

赦
免

す

る
際

に

別

の
罪

人

を
身

代
わ

り

に
殺

害
す

る
点

な

ど
は

、

―
門

三
賢

説
話

よ

り
も

《
正

儀
世

守
》

に

遠
く

、
よ

り
複

雑

な
内

容

を

持

っ
て

い

る
。

ま

た
、

『
醐

蝶

夢

』

の
伝

来

経
路

も

現
段

階

で
は

詳
ら

か

で
は
な

い
の

で
、

こ
れ
を

そ

の
ま

ま
典

拠
と

考

え
る

に
は

問
題

が
多

い
。

以

上

の
点

か
ら

、
本

稿

で
は

、

―
門

三

賢

説
話

を
典

拠

と
扱

う
立

場
を

と

っ
た

が
、

詳
細

に

つ
い

て
は
、

氏

の
御
論

考
を

待

ち
た

い
。
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